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• JGN-Xのこれから
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ＮＩＣＴが運⽤する⼤規模テストベッド
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　新世代ネットワークの実現に不可欠な要素技術を統合した大規模な試験ネットワーク（ＪＧＮ－Ｘ）、大規模エミュレーション環境
（StarBED3）を構築し、エミュレーションから開発・実証まで行える総合的なテストベッド環境を利用して、新世代ネットワーク技術のス
パイラル的進展を目指す。広く産学官にも開放し、タイムリーなアプリ開発等、利活用も促進。　海外の研究機関とのネットワーク接
続等も整備し、国際共同研究・連携や国際展開を推進。

誰にでも使いやすく
様々なネットワーク 
環境への対応

テストベッドネットワーク上で、新世代ネットワーク技術 
の機能・運用を検証

機能・運用検証環境（プ
レーン）

様々なテストベッド 
と連携

単なるテストベッドを脱却し、 
知の蓄積・共有の場へ StarBED3

スターベッド キュービック

様々なエミュレーション 
対象への対応

 新世代通信網テストベッド               　　　　　 StarBED3大規模エミュレーション基盤 

横須賀

北陸
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JGN-X/StarBED3による 
ネットワークR&Dのプロセスイノベーション



JGNが⽬指してきたこと
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JGN (H11〜H16) 
• 通信・放送機構において、 
全国規模のATM技術により 
広帯域、⻑距離テストベッド 
NWを構築 

• 分散リサーチセンター主導の 
産学官連携研究を推進

JGN2 (H16〜H20) 
• NICTにおいて、全国規模の 
仮想イーサネット網による 
テストベッドNWを構築 

• 広帯域化（10Gbps）、 
光テストベッド、国際連携の 
取り組みを開始

JGN2plus (H20〜H23) 
• 新世代ネットワーク技術（仮
想化技術）の取り組みを開始 

• サービスプラットホーム 
機能の強化（仮想化ストレー
ジ、プロビジョニング、 
オーバレイ通信など） 

• リサーチセンターの廃⽌、⼤
⼿町に研究開発拠点を 
集約

JGN-X (H23〜) 
最先端のNW技術を実⽤化につなげる 
• ⾃ら研究グループの⽴ち上げ、⾼度運⽤プロ 
ジェクトを通じた産官学連携での研究開発⼒の 
強化 

• 新世代仮想化技術（仮想化ノード、OpenFlow、 
DCN）のサービス展開と利活⽤、研究開発、 
国際展開の推進 

• コア技術（MPLS）ベースの基幹NW（IP仮想化 
サービス）の展開と仮想NW技術の融合 

• StarBED3との融合を通じて、シミュレーショ
ン、 
エミュレーション、広域実システム実験まで 
シームレスに実現可能な有無線統合テストベッド 
を⽬指す



• RISE: Research Infrastructure for large-Scale network Experiments 
– JGN-X上の世界最大規模SDN/OpenFlowテストベッド 

• JGN2plusで展開してきたSDN/OpenFlowネットワーク環境をテストベッド化 
– ユーザが独自のOpenFlowコントローラを持ち込んで実験が可能 
– v1.0: サービス開始（2011年10月） 
– v2.0: マルチユーザ化（2012年4月） 

• 現在、国内外の学術界、産業界から10以上のユーザグループが利用中

RISEテストベッド
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RISEのこれまでとこれから

2009 2010 2011 2012 2013 2014

広域OpenFlow展開	

• トラフィックエンジニア
リングの試行	

• 運用モデルの検討

RISE	ver.	1.0	(2011/10)	
• 正式サービス開始 
ただし、シングルテナ
ント

RISE	ver.	2.0	(2012/4)	
• マルチテナント対応	
• サーバ環境も同時提供

RISE	ver.	3.0に向けた開発	

• 柔軟なパス構築	
• テナント数の強化

RISE	ver.	3.0	リリース 
(2014/?～)

現在ここ
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次世代RISEテストベッド

テストベッドの規模と収容利用者数拡大への対応、統合管理機能（RISE拡大、WDM/
パケットトランスポート管理）の拡大に向けて、Lagopus、ODENOSを用いた次世代RISE
テストベッドのプロトタイプ版を開発中

OpenFlow	Switch		
Network

JGN-X JGN-X

RISE

現行RISE Lagopus, ODENOS適用によるRISEの機能・規模拡張

RISE
仮想ネットワーク

OpenFlow		
Switch	Network WDM

パケット	
トランスポート

仮想ネットワーク

規模、利用者数拡大

Extended	
Testbed

Network Orchestration
テストベッド運用負荷軽減



総務省の先進的通信アプリケーション開発推進事業との連携

【開発対象となる通信アプリケーション例】

どこでも帯域保証サービス 

・利用者の求めに応じて、必要な通信帯域を速やかに確保する 

　通信アプリケーション 

→移動中などでもスムーズに高精細映像の視聴や大容量ファイルの高
速ダウンロードが可能となる。

超高精細画像の視聴

大容量ファイルの高
速ダウンロード

・総務省では平成25年から「新世代ネットワーク」の機能を用いた「先進的通信アプリケーション開発推
進事業」を競争的研究資金により支援。 

（タイプⅠ：民間企業を対象、タイプⅡ ：大学や中小企業を対象） 

・基礎研究からアプリケーション開発までを一体的に推進し、新世代ネットワークの展開や国際標準化
を加速し、これらを通じてイノベーションや新市場の創出、国際競争力強化等を図る。  

・新世代通信網テストベッド（JGN-X）がこの先進的な通信アプリケーションの開発環境を提供

イベント対応型街頭カメラ 

・事故等のイベントが発生した際に付近の街頭カメラからリアルタイムで
高精細映像が自動的に送信されるよう、通信帯域等を制御する通信ア
プリケーション 

→イベントに応じた柔軟なネットワーク利用が可能となる。
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テストベッド研究開発推進センター 外部評価資料
StarBED3の利⽤事例
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DOCOMO OpenStack Neutron実験 (H26年) 
　NTT DOCOMOを中心としてOpenStackに関する実験を実施 

– 商用機材を利用しない大規模OpenStack環境のスケーラビリティとHAを検証 

– NTT DOCOMO、Dell、日本仮想化技術、東大、北陸先端大、NICTで実施

本実験の結果と成果物はOpenStackコミュニティに還元 
本実験の結果はOpenStack Summit 2014（11月採択率20-30%）で発表 
本内容をNTT DOCOMOからH26年11月にプレスリリース

H26



テストベッド研究開発推進センター 外部評価資料
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JGN-X/StarBED3の利⽤事例

⾮圧縮8K映像素材の超⾼速マルチキャスト伝送実験

100Gbps100

1
0
0

東京・大手町

8K@60Pカメラ・ 
レコーダ 
大手町景色

ダウンコンバータ

8K/4Kレコーダ

大阪・うめきた
北陸

　<4k伝送機> 
QG70x4

　<4k伝送機> 
QG70x4

　<4k伝送機> 
QG70

4K30P映像 再配信

　<4k伝送機> 
QG70x4

8K非圧縮 24Gbps

8K非圧縮 24Gbps

8K非圧縮  
24Gbps

受信側での 
選択的受信

8K/ 4K映像 
ハンドリング 
over StarBED3NTT-IT 

8KサーバSharp 
8Kモニタ

ワンソース 
マルチユース
配信 →各大学へ

8K表示装置 
(KAIT) 堂島 大手町うめきた

石川

北海道の映像

• 放送局での素材利用を想定	
• 大阪へ3種類の8K映像をマルチキャスト伝送	
• 選択的受信を大阪会場側にて実施	
• 北陸StarBED3を用いて専用サーバと同等処理を実施





耐災害ICT技術
スマートシティの 
取り組み 工場、ビル制御

国内外 IoT テストベッド連携

ClouT/FESTIVAL 
FI-PPP/Smart America

既存IoT技術との共存

スケーラビリティ検証

フィールド実証実験

アプリケーション開発

光コア網 
400G/1T 
光統合ノード

ワイヤレス網 
5G/B5G、 
WiFiなど

IoTデバイス 
IoTサービスビッグデータ

ソフトウエア 
NWノード

SDN/SDI

新世代NW技術 
HIMALIS、CUTEi、 
PIAXなど

エミュレーション 
StarBED

サービス・インフラ 
融合の仕組み 

（サービス仮想化）

クラウドNFV

　IoTによるサービスイノベーションと 
　インフライノベーションがつながる、 
　次世代のICTエコシステムの確立

インターネットによる 
旧来のイノベーションエコシスステム 

グローバル通信基盤としての 
Internet Protocol (IP)により 

その上下のレイヤで多様な技術が独自進化

新たなテストベッドのあり方（議論中）



IOTのための 
人間とコンピュータの調和

• 自動運転、 

• ロボット介護 

• パーソナルデータの
活用 

• IoT

• 多様なパラメータと
ステークホルダー 

• ユーザーの受容性の
醸成 

• 制度設計が必要 

• 社会的な実証実験



ソーシャルICT実現に向けた取り組みへ

監視カメラ等々

農漁業⽤ 
各種産業⽤ 

センサ

構造物監視、 
防災センサ 
道路標⽰等 ⾼齢者・障害者対応 

健康、介護 
各種表⽰

海外連携、各国各地
域・機関との連携

・・・

各種センシングデータ 
クラウドビッグデータ・情報分析

プローブカー,交通 
物流、⼈流 

位置情報、⾞内表⽰

環境センサー 
地域・気象情報等

観光、イベント等

スマートメータ 
（電⼒、ガス、⽔道等）

街⾓表⽰

スマートフォン、 
センサ・表⽰

データ収集

社会還元 分析

⾒える化

ソーシャルICT@NICT
は様々な地域の様々な社
会的課題に取り組みます

地⽅⾃治体等と様々
な社会的課題で連携
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National Institute of Information and Communications Technology

モバイル・ワイヤレステストベッド＋JGN-X施設配置図

コンテクスト・アウェアネス

構造化

メタデータ作成

情報統合 横断検索

収集・登録
M2Mデータセンター

福岡
広島

岡山

仙台

NICT小金井

海外線
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仮想化ストレージ

香川

沖縄OF

VN

VN

VN

名古屋
VN

OF高知

大阪

岩手

VN

OF

東京

DCN

OF

札幌

沖縄電磁波	

技術センター

ユニバーサルコミュニケー
ション研究所 
（けいはんな）

ﾌｨｰﾙﾄﾞ実証

北陸StarBED  
技術センター

ワイヤレスネット 
ワーク研究所 
（横須賀）

NICT鹿島ﾌｨｰﾙﾄﾞ実証

NICT神戸

大容量 
回線

大規模計算	
処理リソース

センサーネット	
ワークフィールド	
実証設備

降雨レーダ高機能ストレージ

高機能ネットワークノード

大規模分散 
ストレージ

モバイル・ワイヤレステストベッド施設	
（H26年3月より稼働予定）

コンテクスト・アウェアネス

構造化

メタデータ作成

情報統合 横断検索

収集・登録
M2Mデータセンター

JGN-Xの	

H26年度整備計画	

（H25年12月時点での想定）
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Grand	Lyon,	métropole	intelligente

Smart	Santander

NICTが設置する大規模Smart ICTテストベッドJOSEと欧州で開発が進められてきた様々なテストベッド技術と実証実験の経験を連携させ、種々のセンサー
から得られるデータをビッグデータとして解析し、新たな価値を生み出すサービスを生み出すことを目的とする。そのため、うめきた（大阪市）、リヨン駅、
サンタンデルという都市で省エネ、ショッピング、街ナビといったサービス開発と都市生活者を含めた実証実験を行うことにより、プライバシー、セキュリ
ティに配慮した都市におけるスマートサービス開発のビジネス化に対する知見をうることを目的とする。

『新世代ネットワークの実現に向けた欧州との連携による共同研究開発および実証 

提案者名：大阪大学、ナレッジキャピタル、 立命館大学、京都産業大学、JR西日本コミュニケーションズ、アクタスソフトウェア、社会システム総合研究所　　

EU側提案者名：CEA Leti, Universidad de Cantabria, Engineering, Easy Global Market, Inno TSD, Ayuntamiento de Santander, Sopra　　

Grand	Front	Osaka,	Knowledge	Capital

実験的プラットフォームの連携

提案課題 :

課題：
日欧が連携する都市型Smart ICT実験環境の創出とアプリケーション実証

課題A　大規模スマートICTサービス実証基盤を用いたアプリケーション実証　

FESTIVAL: FEderated interoperable SmarT ICT services deVelopment And testing platforms　

センサー、アクチュエータ、
カメラ、ユーザ端末等

機械学習分散処理フレームワーク

計算リソース＆ 

ストレージリソース

testbeds

Smart Energy Smart Shopping

PIAX:	P2P	Interactive	Agent	eXensions

BUTLER:	IoT	platform
SOCIOTAL:	IoT	business	platform

高付加価値都市サービスの創造

Autonomous	M2M	platform Scalable	and	Secure	WoT	platform

Smart Building

Smart Home

Smart Community

Health care

xEMS







コアからエッジへ

みんなで作る

日々成長
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テストベッドの新しい旅立ちに 

乞うご期待

連絡先：国立研究開発法人情報通信研究機構 
テストベッド構築企画室 

03-3272-3060　 jgncenter  jgn-x.jp＠


